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通信のトレンド
電話通話分数の激減

＜出典＞
ガベージニュース
「電話による通話回数の推移をグラフ化してみる(最
新)」 2020/06/22 05:17
総務省「通信量からみた我が国の音声通信利用状況」
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出典：
ガイアックス株式会社ソーシャルメディアラボ2021年4月更
新！ 12のソーシャルメディア最新動向データまとめ

無償メッセージ・通話アプリ
LINEが国内SNSでは首位



契約者数みる
コミュニケーション

手段の変遷

モバイルと
ブロードバンドが

主役へ
＜出典＞総務省 料金サービス課「モバイル市場の現状と政策動向（2021年3月31日）
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コロナ禍で飛躍的に伸びたトラヒック

＜出典＞総務省：我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果（２０２０年１１月分）
Copyright(c) 2021 JAIPA CC BY-SA 2.1 5



インターネットの構造変化
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IXでの相互接続/Peeringの重要性

トランジットが主役の時代＝上位ISPが数
珠繋ぎでお互いの顔が見えない関係性
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相互理解によるIXでのトラヒック交換
＝Peeringコミュニティの存在
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主要都市でのIX接続の総帯域の変化
Rank City

Total Capacity(Mbps)
Growth Ratio

2020/11/8 2018/4/1
1 Amsterdam 52,801,925 32,217,325 163.89%
2 Frankfurt 49,000,723 29,106,025 168.35%

3 São Paulo/SP 44,377,748 35,176,583 126.16%

4 London 35,485,636 24,725,348 143.52%
5 Tokyo 34,628,920 16,581,420 208.84%
6 Singapore 22,103,600 7,977,700 277.07%
7 Hong Kong 18,057,090 6,994,610 258.16%
8 New York 16,269,050 6,026,133 269.97%
9 Stockholm 15,060,410 11,239,010 134.00%

10 Seattle 14,866,900 6,960,715 213.58%
11 Ashburn 13,834,680 7,068,204 195.73%
12 Osaka 13,353,000 3,342,000 399.55%
13 Chicago 12,942,604 7,199,884 179.76%
14 Moscow 12,403,863 4,936,708 251.26%
15 Warsaw 11,421,014 4,633,450 246.49%
16 Johannesburg 10,663,608 3,813,228 279.65%
17 Paris 10,113,230 4,883,972 207.07%
18 Dallas 9,804,300 4,255,300 230.40%
19 Atlanta 8,436,300 3,364,640 250.73%
20 Los Angeles 7,950,800 4,702,900 169.06%
21 San Jose 6,449,101 3,311,300 194.76%

• アジアでは東京がNo.1

• アジア各都市の伸び率
が顕著

• 特に大阪の伸び率が極
端に増加

PeeringDBより集計
https://www.peeringdb.com/
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急激に増えてきた
East-West Traffic & North-South Traffic
例えばゲームアプリ
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2021年2月20日午前0時頃
大手クラウド事業者Aの大規模障害

障害

サービス断

ゲーム事業者A ゲーム事業者B 暗号通貨取引所

サービス断 サービス断 サービス断
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重要な事業者間連携

• JANOG
Peering BoF
Peering Slack
CloudIX研究会

CloudIX研究会

Peering in Japan
Peering
Slack

常日頃のPeeringコミュニティーの場が有事の際の情報共有には迅速かつ有効

Peering
Slack
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Peeringコミュニティーだけではカバーできない情報連携
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本TF「電気通信事故の報告・検証制度等に関する現状と課題」より

• Peeringコミュニティーとは別の情報共有の仕組みが必要では？
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JAIPAでのアンケート実施
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上記で困ったことがあった方で、具体的に書けましたらば
お願いします。
(2 件の回答)

• 障害影響範囲および復旧状況の把握

• 主にAWSを利用しています。サポートにも料金体系があり、高度なサポート
受けられる契約ではないのですが、障害ではありませんがメンテナンスが一
方的、障害時はメールでの通知はあるものの遅く、状況については
DashBoardを見に行ったり、コミュニティから情報を得なければならない。
(料金を支払えば、専用窓口を用意することもできるので、選択肢がないわ
けではないが。)
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６.現在の総務省の事故報告制度について、課題や要望があ
りましたらばお願いします。

事故報告制度の概要はこちらです。
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/net_anzen/jiko/index.html
(4 件の回答)

• 現在の重大な事故の定義では、無料サービスの場合、「100万人以上かつ12時間以上」という基準し
か存在しません。しかしながら、無料サービスでも実際には社会的影響や他事業者サービスへの影響
が大きいサービスが存 在している状況です。

（例えば、yahoo！メールやgmail、GoogleのPublic DNSなど）
こういった観点から、無料サービスの大規模事業者を対象にした新たな基準追加の必要性の検討も
重要であると考えます。

• 重大事故に関する詳細報告書は自由形式で記載できる範囲が多く、複雑な構成や原因等の説明を行う
上で利便性が高い。一方、自由度が高い為に、報告書の作成に時間を要する等、事業者負担が増えて
しまう側面もある。
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７.国土交通省の運輸安全委員会が航空や鉄道などの事故原因の解析等を行
い、再発防止などのために報告書をとりまとめています。総務省が同様の
機能を有する「電気通信安全・信頼性委員会（仮称）」を発足させ事業者
からの情報提供等による全容把握、政府内・事業者団体・国民生活セン
ター等との情報共有、外部からの問合せ対応、利用者周知のための公表、
分析・評価等を行うことについてどう考えますか？
(5 件の回答)

• 事故原因の解析等において、各社の機密事項に該当する内容にまで踏み
込まなければ実効的な分析は難しく、単なる公表にとどまるのみのよう
に感じる。 また、どのレベルから総務省が対応を行うのかの基準の作成
が非常に難しいと感じる

• 目的が曖昧に見え、人手を使って調べましたで終わってしまいそうに思
える。実施するにしても意味のある、結果に実効性のあるものであるも
の、また事業者に負担とならないものとしてほしい。
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• 事業者として相応の稼働が発生すると想定するため、事業者団体としての
有益性を明確にしていただきたい

• 国交省の事故報告は人命に直結する内容なので一般国民の関心も高い側面
がある。「総務省が同様の機能」というが、一概に国交省と同じ尺度で検
討すべきものか、何をどこまでやるべきなのか議論もなくイメージが不明。
ともあれ事業者の現場負担ばかり増すことは避けていただきたい。

• NETの重要性を鑑みた、良い取り組みだと考えている。

(つづき）
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